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「１７7 のこころ」

　今年度、はじめて２歳児さんの担任となり、新しい出会いがありました。毎日が新鮮で、
驚きや発見の毎日を過ごしています。進級当初は新しい環境に不安な表情の子どもたちでし
たが、２か月が経ち「み～んな大好き」「たのしい」など嬉しい言葉で表現してくれています。
また遊びの中の言葉のやりとりでも「かして」→「だめよ」だったのが、「まっててね」の言
葉に変わりつつあったり、困っている友だちをヨシヨシする姿など、相手を思う気持ちの育
ちに嬉しく思っています。それは色々な場面で「かわいい！かわいい！」とお世話をしてく
れるお兄さんやお姉さんたちという異年齢での交流などで、素敵な背中を見たり、実体験し
ながら友だちに安心を還元するという心の安定の現れだろうと感じています。
　昨年度まで幼児クラスを担任していた私は、２歳児さんはもっともっと幼いだろうと思っ
ていましたが、とんでもなかったです。私の思い込みを反省し、子どもたちのすごさに日々
感動しています。そして、近くで成長を見ることができて幸せだなと感謝しています。自立
に向けた成長の過程で「自分で！！」や「いやいや期」も迎える２歳児さん。「できた～」
の達成感の笑顔は最高です。一度はかならず気持ちを受け入れて、安全な範囲で主張を叶え
ていきながら、成長を焦らず楽しく、見守っていきたいと思います。
　



　園では幼児クラスを中心にサイエンスデーを月に１度行っています。その起点は自分たちの
興味や関心から派生した沢山の不思議やワクワクとの出会いを通して自分自身の答えを見つけ、
仲間と共有しながら問題を解決する力を持つ人間を育てたいという願い。更にそこに専門家の
大人がいることで、「大人になるのが楽しみ」と思うことができる子どもの姿も期待しています。

　そんな子どもたちの憧れの存在である伊藤はかせが「イメージする力」と「イメージを実現
する力」についてお話をされました。「イメージする力」は比較的簡単で誰もが持っている力。
そして忍耐力や試行錯誤力である「イメージを実現する力」は、より大切で、その力を得るた
めに時として物事はうまくいかない方が良い、うまくいかない過程にこそ人としての成長があ
るのだと仰いました。そしてその両者に共通することは、数値による測定や評価ができない、「心
の力」ということ。

　先日、ある園児さんが涙されながら登園され、その姿に気づいた年長の男の子が「誰か泣い
てる！」と、自分も登園後すぐにも関わらず、まっしぐらに泣いている子の下へ走っていって、
何とも言えない表情で優しくヨシヨシをする姿がありました。また、他の園児さんも、自分だっ
て早く遊びたいだろうに、年下の子どもを抱っこしてブランコに乗せてあげるなど、譲り合い、
支え合いながら遊ぶ姿が日常的にあります。また、プールを組み立てていたら、朝の多忙な時
間にも関わらず、お力添えを下さった保護者様や、ピクニックデーのお祭りブース準備の際、
保護者として参加する他の学年の役員さんが楽しめるようにと、こっそりサプライズ配慮をさ
れる役員さんの姿などもありました。

　もちろんこれらはほんの一部の出来事ですが、そんなことが当たり前の日常として、自然に
起こっているこの園。ここに集う方々は、子どもも大人も、他者の心を汲み取り、寄り添う「イ
メージする力」と、相手の幸せを願い、そのために自分に何ができるのかという「イメージを
実現する力」を確かに携えているのだと思います。そんな、生涯大切にするべき「心の力」を
持つ方々が紡ぎ出す温かな出来事がここにはいつもあり、また日に日に広がりを見せています。
困っている人や悲しんでいる人への、湧き出るような優しさ。そんな優しさに包まれ過ごす園
の子どもたちが「自分たちの生まれたこの世界はとっても素敵」「大人になるのが楽しみ」と思っ
てもらえたら、これ以上の喜びはありません。
　　　　　　　　　　　　　　　
   ” こんないえって　せかいで　ひとつ　　　　
 　  　あしたは　なにを　つくろうか
 　  　あしたは　なにをしましょうか　　
 　  　そうさ！　こんないえって　せかいで　ひとつ “　　　　　　　
   　　　　　『みんなのいえ』　たしろちさと


